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-
『
境
浦
遊
草
』
と
大
潮
の
著
作

長
崎
県
立
図
書
館
渡
辺
文
庫
に
所
蔵
す
る
『
境
浦
遊
草
』
写
本
一
冊
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
大
潮
の
晩
年
近
い
、
宝
暦
三
年
か
ら
四

年
に
か
け
て
の
長
崎
滞
在
時
の
動
静
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
漠
詩
文
集
で
あ
る
。

本
書
の
体
裁
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
図
1
)
。

題
策
「
境
浦
口
草
」

内
題
「
境
浦
滸
卿
／
西
涙
繹
元
皓
大
潮
撰
」

装
訂
大
本
袋
綴
（
縦
2
6
.
1
x
横
1
8
.
6
セ
ソ
チ
）
。
一
巻
一
冊
、
写
本
、
全
73
丁
（
墨
付
）
。
濃
紺
表
紙
。

印
記
未
詳
（
表
紙
左
に
角
印
。

5
x
5

セ
ソ
チ
。
朱
、
陽
）
。
国
園
閤
〗
二
丁
表
右
下
に
長
角
印
。

2
.
5
x
1
2
.
1
セ
ソ
チ
。
朱
印
を
二

重
に
押
し
て
あ
り
判
読
不
可
）
。

本
書
は
墨
付
七
十
三
丁
で
、
大
潮
の
詩
二
百
二
十
余
篇
、
文
章
二
十
三
篇
及
び
そ
の
他
を
収
め
る
。
書
風
は
偕
書
で
大
潮
の
字
に
似
る
が
、
巻

末
に
は
別
筆
で
大
潮
以
外
の
詩
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
人
の
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
伝
来
は
未
詳
で
あ
る
が
、
親
し
い
門
人
の
所
有
で
あ
っ

た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
大
田
南
畝
の
『
境
浦
又
綴
』
や
『
長
崎
名
勝
図
絵
』
（
饒
田
喩
義
等
編
、
文
化
、
文
政
頃
成
）
に
、
す
で
に

『
痩
浦
遊
草
』

の
世
界

—
大
潮
元
皓
の
長
崎
滞
在
I

若

木

太
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に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
潮
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
南
畝
は

も
ち
ろ
ん
『
図
絵
』
編
集
に
参
画
し
た
長
崎
聖
堂
関
係
の
稲
者
、
文

人
の
間
に
は
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
『
境
浦
遊
草
』
は
、
大
潮
の
生
涯
の
中
で
ど
の
よ
う

な
時
代
の
、
ど
の
よ
う
な
交
遊
を
記
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
最
初
に
、
こ
の
『
境
浦
遊
草
』
に
至
る
ま
で
の
大
潮
の
経
歴

を
た
ど
り
、
出
刊
さ
れ
た
詩
文
集
の
内
容
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

大
潮
は
延
宝
六
年
（

一
六
七
八
）

肥
前
国
松
浦
郷
伊
万
里
の
生
れ
。

俗
姓
は
浦
郷
氏
、
名
は
元
皓
、
字
は
月
枝
、
法
名
を
大
潮
と
い
う
。

ま
た
魯
寮
、
西
涙
、
泉
石
陳
人
な
ど
の
別
号
を
称
し
て
い
る
。

大
潮
は
元
禄
初
年
に
長
崎
に
出
て
國
思
靖
11
上
野
玄
貞
（

一
六
六

-
I
一
七

0
六
）
に
つ
い
て
中
国
語
及
び
儒
学
を
学
ん
だ
。
ま
だ
十

代
前
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
禄
五
年
(
-
六
九
二
）
十
五
歳
の
時

に
、
肥
前
蓮
池
の
宝
寿
山
竜
津
寺
の
道
竜
化
煤
（

一
六
三
四
ー

一
七
二
0
)
の
弟
子
と
し
て
仏
門
に
入
る
。
師
化
諜
は
筑
後
柳
河
の
人
で
、

宇
治

の
黄
槃
山
に
お
い
て
隠
元
禅
師
を
は
じ
め
、
木
庵
性
焔
、
独
堪
性
登
に
つ
い
て
参
禅
し
た
学
僧
で
あ
る
。

こ
の
化
謀
に
つ
い
て
得
度
し
た
法
兄
が
後
の
売
茶
翁
高
遊
外
こ
と
月
海
元
昭
（

一
六
七
五
ー

一
七
六
三
）
で
あ
る
。
寺
を
離
れ
た
後
、
こ
の

二

人
は
出
会
う
機
会
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
生
涯
か
わ
ら
ぬ
友
情
を
交
わ
し
続
け
て
い
る
。

大
潮
は
元
禄
十

一
年
（

ニ
ハ
九
八
）
夏
、
化
諜
の
勧
め
で
黄
槃
山
に
到
り
、
独
堪
に
謁
し
、
以
後
四
年
間
京
畿
に
お
い
て
修
学
。
宝
永
三
年
に

独
堪
は
没
し
た
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
大
潮
は
、
黄
奨
山
に
お
い
て
華
音
の
通
事
を
勤
め
た
。
宝
永
五
年
(
-
七

0
八
）
に
は
伊
万
里
へ
帰
り
、

ま
た
長
崎
、
平
戸
を
往
遼
し
た
。

三
i

――――

-F-

図1 111浦遊草J(長崎県立図書館蔵）

本

118 



正
徳
元
年
（
一
七
―
―
)
に
は
法
弟
桃
梁
と
共
に
江
戸
へ
赴
き
、
祖
株
の
塾
薩
園
の
人
々
と
交
遊
す
る
と
共
に
華
語
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
正

徳
五
年
冬
に
は
深
川
か
ら
麻
布
に
移
り
、
草
蔵
を
購
い
「
魯
寮
」
と
名
づ
け
た
。
大
潮
の
江
戸
滞
在
は
、
一
時
帰
郷
も
し
た
が
足
か
け
六
年
に
及

ぶ
。
享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
に
龍
津
寺
へ
戻
っ
た
。

だ
が
、
大
潮
は
四
十
歳
に
な
っ
た
享
保
三
年
か
ら
再
び
旅
に
あ
り
、
泉
南
を
は
じ
め
京
都
・
江
戸
さ
ら
に
は
長
崎
な
ど
の
各
地
を
遍
歴
し
、
そ

の
問
幾
度
か
郷
里
へ
も
帰
っ
て
い
る
。
享
保
十
三
年
(
-
七
二
八
）
秋
に
は
、
ま
た
江
戸
へ
赴
き
祖
彼
の
墓
参
り
を
し
、
同
十
五
年
ま
で
滞
在
。

翌
年
は
長
崎
へ
到
り
崇
福
寺
の
道
本
寂
伝
の
も
と
で
年
を
越
す
。
享
保
末
年
に
は
招
請
さ
れ
て
ま
た
京
都
の
黄
辟
杢
山
に
到
り
、
万
福
寺
監
寺
・
都

寺
を
勤
め
、
竹
林
庵
に
て
六
年
を
過
ご
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
四
十
代
か
ら
五
十
代
の
大
潮
は
旅
の
生
活
に
明
け
く
れ
、
各
地
に
多
く
の
詩
友

を

得

た

。

そ

の

間

、

京

畿

と

江

戸

を

何

度

か

往

還

し

て

い

る

。

．

大
潮
が
「
刻
明
四
大
家
文
抄
序
」
及
び
「
刻
王
氏
詩
教
序
」
を
草
し
た
の
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
正
月
、
六
十
歳
の
時
で
あ
る
。
明
四
大

家
の
称
揚
や
『
王
氏
詩
教
』
（
王
盤
撰
）
の
流
布
に
よ
っ
て
大
潮
の
存
在
と
そ
の
拠
っ
て
立
つ
所
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
詩
壇
に
お
い
て
は
、
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
文
章
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
大
潮
の
超
人
的
と
も
い
え
る
壮
年
期
以
来
の
詩
作
と
修
業
の
旅
の
足
跡
は
、
六
十
代
に
な
っ
て
次
の
よ
う
な
詩
文
集
と
し
て
出
刊
を

み
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
一
覧
し
て
み
よ
う
。

元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
『
松
浦
詩
集
』
三
巻
三
冊
（
京
都
尚
古
堂
）
刊
。
大
潮
に
と
っ
て
公
刊
さ
れ
た
最
初
の
詩
集
。
享
保
八
年
八
月
の
天

産
霊
苗
の
序
文
を
付
す
。
正
徳
末
年
か
ら
享
保
十
一
、
二
年
頃
の
江
戸
・
京
・
泉
南
で
過
ご
し
た
四
十
歳
代
の
十
年
間
の
詩
を
収
め
る
。

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
『
魯
寮
詩
偽
』
一
冊
（
京
都
尚
古
堂
）
刊
。
宝
寿
山
竜
津
寺
の
浄
介
焚
香
の
序
と
無
隠
道
費
の
後
序
を
付
す
。
享
保

八
年
か
ら
寛
保
二
年
ま
で
の
四
十
代
後
半
か
ら
六
十
代
半
ま
で
の
詩
を
収
め
る
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
『
魯
寮
文
集
』
上
下
巻
二
冊
（
京
都
額
田
正
三
郎
）
刊
。
延
享
元
年
八
月
付
の
自
序
を
付
す
。
京
都
に
於
て
編
集
の

仕
上
げ
を
し
た
ら
し
い
。
上
巻
に
序
・
記
・
伝
、
下
巻
に
銘
．
疏
・
祭
文
・
雑
・
跛
及
び
書
贖
を
配
し
、
お
よ
そ
元
文
三
年
か
ら
寛
保
三
年
ご
ろ

の
六
十
代
前
半
の
文
章
を
収
め
て
い
る
。
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延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
『
西
涙
餘
稿
』
五
巻
五
冊
（
京
都
辻
井
吉
右
衛
門
等
）
刊
。
延
享
四
年
六
月
付
の
岡
白
駒
の
序
を
付
す
。
巻
一

l
-
――

が
文
部
、
巻
四
、
五
が
詩
部
。
文
部
は
序
・
論
・
記
・
伝
・
銘
・
碑
・
説
・
雑
文
字
義
・
引
・
讀
•
紀
事
・
祭
文
・
跛
お
よ
び
書
贖
を
配
し
、
お

よ
そ
正
徳
五
年
か
ら
享
保
十
五
年
頃
ま
で
の
文
章
を
収
め
る
。
詩
部
は
江
戸
滞
在
時
の
正
徳
初
年
に
深
川
に
住
ん
で
い
た
頃
か
ら
始
ま
り
、
泉
南
・

京
都
・
長
崎
な
ど
各
地
で
の
生
活
や
交
遊
の
風
詠
、
及
び
帰
郷
後
の
享
保
十
六
年
ま
で
の
作
品
を
収
め
る
。
四
十
代
全
般
か
ら
五
十
代
に
か
け
て

の
詩
文
集
で
あ
る
。

宝
暦
十
一
年
(
-
七
六
一
）
『
魯
寮
尺
贖
集
』
上
下
巻
二
冊
（
京
都
梅
村
三
郎
兵
衛
等
）
刊
。
侍
者
浄
展
の
編
集
で
、
原
双
桂
の
序
、
宝
暦
三

年
六
月
付
の
主
堅
曇
高
の
跛
を
付
す
。
年
代
を
明
ら
か
に
出
来
な
い
も
の
が
多
い
が
、
お
よ
そ
『
西
演
餘
稿
』
所
収
以
降
の
延
享
か
ら
宝
暦
三
、

四
年
頃
ま
で
の
書
簡
を
収
め
る
。
大
潮
七
十
代
の
書
簡
集
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
は
大
潮
の
公
刊
さ
れ
た
詩
文
集
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
稿
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

『
魯
寮
稿
』
十
七
巻
十
七
冊
（
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
）
は
、
写
本
で
伝
来
し
た
大
潮
の
詩
文
集
。
四
種
の
異
な
る
筆
跡
が
認
め
ら
れ
、
破
損

や
誤
字
も
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
晩
年
の
弟
子
筑
前
の
亀
井
南
冥
が
原
本
と
対
校
し
、
朱
筆
で
添
削
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像

す
る
。
本
書
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。

全
十
七
冊
の
内
容
は
、
巻
一
の
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
始
り
、
巻
十
七
の
明
和
三
年
(
-
七
六
六
）
四
月
に
至
る
大
潮
の
六
十
五
歳
か
ら

八
十
九
歳
ま
で
の
詩
文
・
書
贖
等
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
本
書
は
写
本
で
あ
る
が
、
原
本
は
大
潮
自
身
が
自

分
の
詩
文
や
書
脹
を
手
控
え
し
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
。
こ
の
内
『
魯
寮
稿
』
巻
八
は
宝
暦
三
年
か
ら
四
年
の
作
品
を
収
め
て
お
り
、
一
部
分

で
あ
る
が
『
境
浦
遊
草
』
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
が
大
潮
の
著
作
で
あ
る
。
大
潮
は
肥
前
蓮
池
の
宝
寿
山
竜
津
寺
の
第
三
代
大
和
尚
と
し
て
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
八
月
二
十
二
日
に

示
寂
。
九
十
一
年
の
生
涯
は
修
業
の
旅
で
あ
り
、
そ
の
行
く
先
ざ
き
で
の
雅
交
が
全
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
生
の
日
々
を
記
し
た
大
潮
の
作
品
は
、

幸
い
に
も
こ
う
し
て
大
部
分
が
伝
存
し
て
い
る
。

以
下
に
『
境
浦
遊
草
』
の
世
界
を
窺
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
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大
潮
の
交
遊
は
、
禅
宗
臨
済
派
に
属
す
る
唐
僧
開
場
の
黄
槃
の
分
紫
山
福
済
寺
を
中
心
に
東
明
山
興
福
寺
、
聖
寿
山
崇
福
寺
、
万
寿
山
聖
福
寺

と
い
っ
た
唐
寺
の
僧
侶
を
中
心
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
唐
通
事
、
在
留
唐
人
、
医
師
、
儒
者
、
地
役
人
な
ど
お
よ
そ
八
十
名
に
及
ん
で

い
る
。本
稿
で
は
こ
の
内
、
高
陽
谷
が
主
宰
し
た
「
芙
蓉
詩
社
」
に
集
う
唐
通
事
た
ち
を
と
り
あ
げ
た
い
。

注
2

注
3

崖
通
事
の
業
務
や
経
歴
に
つ
い
て
は
、
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
を
は
じ
め
穎
川
君
平
編
『
訳
詞
統
譜
』
、
お
よ
び
宮
田
安
著
『
唐
通
事
家
系
論

注
4

注
5

孜
』
、
李
獣
章
著
『
長
崎
唐
人
の
研
究
』
が
備
っ
て
お
り
、
そ
の
出
自
や
家
系
や
官
職
、
生
活
な
ど
の
知
見
が
え
ら
れ
る
。
官
職
と
し
て
の
唐
通
事

の
経
歴
で
は
あ
る
が
、
渡
来
中
国
人
の
子
孫
と
し
て
海
外
貿
易
の
現
場
で
働
く
生
活
者
で
あ
り
、
ま
た
文
人
で
も
あ
っ
た
彼
ら
の
人
生
を
思
い
め

ぐ
ら
す
こ
と
も
で
き
そ
う
な
記
録
で
あ
る
。
以
下
の
報
告
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
先
学
の
諸
書
に
多
く
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
こ
こ

に
記
し
て
お
き
た
い
。

庖
通
事
ー
—
芙
蓉
詩
社
の
人
々

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
三
月
初
旬
、
七
十
五
歳
の
大
潮
は
十
年
ぶ
り
に
長
崎
を
訪
れ
た
。
十
代
の
初
め
の
長
崎
で
の
初
学
時
代
か
ら
数
え
て
、

お
そ
ら
く
は
七
・
八
度
目
の
来
遊
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

境
浦
有
感
序

余
不
抵
境
浦
、
殆
将
十
載
突
、
而
林
百
載
、
平
叔
薙
、
張
道
智
、
諸
催
故
輩
、
並
尋
長
逝
、
今
絃
祭
酉
、
暮
春
之
初
、
重
来
興
嵯
、
乃

賦
此
詩
、
故
有
末
句
、

千
峰
積
翠
映
登
憂
千
峰
の
積
翠
登
豪
に
映
り

江
色
罪
微
舘
閣
開
江
色
罪
微
と
し
て
舘
閣
開
く

属
貢
九
州
雄
鎮
地
萬
貢
九
州
雄
鎮
の
地
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吾
邦
重
繹
傑
豪
オ
吾
邦
重
繹
傑
豪
の
オ

明
珠
南
海
乗
春
到
明
珠
は
南
海
よ
り
春
に
乗
じ
て
到
り

詞
客
中
原
賦
月
来
詞
客
は
中
原
よ
り
月
を
賦
し
に
来
る

十
載
風
流
諸
子
盛
十
載
の
風
流
に
諸
子
盛
し
く

欲
言
往
事
意
難
載
往
事
を
言
は
ん
と
欲
す
れ
ど
意
載
せ
難
し

序
に
言
う
よ
う
に
大
潮
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
―
―
―
)
以
来
の
来
崎
で
、
旧
知
の
唐
通
事
林
百
載
、
平
叔
薙
、
張
道
智
ら
は
す
で
に
長
逝
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
惜
し
ん
で
い
る
。

詩
に
は
、
長
崎
の
港
町
を
囲
む
山
々
の
緑
と
春
雨
に
け
ぶ
る
海
に
向
っ
て
門
を
開
く
館
閣
の
風
景
を
懐
し
く
展
望
し
、
官
営
の
貿
易
港
と
し
て

の
長
崎
に
は
わ
が
国
有
数
の
語
学
の
訳
官
た
ち
が
い
る
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
文
物
は
南
海
か
ら
春
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
秋

に
は
中
原
の
詞
客
た
ち
が
月
を
賦
し
に
や
っ
て
来
る
。
こ
の
十
年
の
時
の
移
り
の
中
で
風
流
を
共
に
し
た
友
人
た
ち
を
失
な
い
、
今
や
昔
を
語
ろ

う
に
も
言
葉
も
な
い
次
第
だ
、
と
大
潮
は
惑
懐
を
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
詩
は
『
境
浦
遊
草
』
の
巻
頭
に
お
か
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
時
の
滞
在
が
す
で
に
世
代
交
替
し
よ
う
と
す
る
崎
陽
の
文
人
た
ち
の
様

子
を
暗
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
世
に
知
ら
れ
た
劉
宣
義
や
林
道
栄
は
す
で
に
な
く
、
そ
の
息
子
た
ち
の
世
代
に
替
っ
て
い
た
。

次
に
は
こ
の
詩
を
は
じ
め
と
し
て
『
複
浦
遊
草
』
に
登
場
す
る
大
潮
の
知
人
で
あ
っ
た
唐
通
事
た
ち
が
ど
の
様
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
探
索
し

て
み
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
長
崎
の
唐
通
事
と
は
ど
の
よ
う
な
職
掌
・
身
分
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
か
。
唐
通
事
は
慶
長
九
年
（
一
六

0
四
）
に
明
人
渇
六
を
使
役

し
た
時
に
始
ま
る
。
寛
永
十
七
年
（
一
六
四

0
)
か
ら
大
通
事
四
人
、
小
通
事
二
人
制
が
始
る
が
の
ち
に
ど
ち
ら
も
四
人
制
と
な
り
、
さ
ら
に
承

応
二
年
（
一
六
五
三
）
か
ら
は
稽
古
通
事
二
人
が
骰
か
れ
た
。
稽
古
通
事
は
、
始
め
来
朝
唐
人
の
名
家
の
子
弟
が
後
継
者
と
し
て
育
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
人
社
会
へ
の
同
化
も
進
み
、
ま
た
貿
易
業
務
の
増
加
と
と
も
に
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
は
四
十
人
の
稽
古
通
事

が
お
か
れ
、
そ
の
実
務
者
と
し
て
勤
務
す
る
制
度
に
な
っ
た
。
こ
の
外
、
唐
通
事
目
付
、
風
説
定
役
、
御
用
通
事
、
値
組
立
合
通
事
、
唐
通
事
諸
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図2 福済寺等図（「長崎名勝図絵J)

立
合
な
ど
の
管
理
職
も
爵
か
れ
、
職
制
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
訳
司
九
家
」
と
呼
ば
れ
る
名
家
や
本
通
事
の
家
系
は
七
十
家
を
越
え
、
さ

ら
に
中
国
各
地
域
別
の
内
通
事
や
唐
人
屋
敷
詰
番
な
ど
合
わ
せ
る
と

二
0
0

名
を
こ
す
唐
通
事
た
ち
が
存
在
し
た
。
貿
易
高
の
制
限
な
ど
で
時
代
に
よ
っ

て
増
減
は
あ
る
が
、
阿
閏
陀
通
詞
を
加
え
た
人
数
は
四

0
0名
を
下
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
十
七

・
八
世
紀
の
長
崎
の
町
に
は
貿
易
実
務
で
は
あ
っ
た
が
、

外
国
語
を
自
在
に
こ
な
す
プ
ロ
の
通
訳
集
団
が
こ
の
よ
う
に
存
在
し
た
の
で

あ
る
。大
潮
は
彼
ら
の
詩
会
に
迎
え
ら
れ
、
と
も
に
興
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
旅
で
大
潮
が
滞
在
し
た
の
は
、
下
筑
後
町
の
分
紫
山
福
済
寺
で
あ
っ

た
。
こ
こ
は
唐
僧
覚
海
が
寛
永
五
年
（

ニ
ハ
ニ
六
）

に
開
創
し
た
黄
梁
派
の

寺
で
あ
る
。

興
福
寺
が
南
京
方
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
潅
州
方
の
寺
と
し

う
つ
く

て
建
立
さ
れ
た
。
『
長
崎
名
勝
図
絵
』
に
は
、
「
寺
は
山
に
鋸
ま
り
、
江
を

ふ

く

そ

う

が

ん

か

て

う

ら

ん

も

ん

ぢ

し

や

う

け

い

呑
み
、
海
帆
の
輻
核
を
眼
下
に
眺
覧
す
、
鎖
治
第

一
の
勝
景
な
り
J

と
記
す

（図
2
)
。

大
潮
は
初
め
寺
内
の
末
庵
永
聖
院
で
過
し
た
。
延
宝
三
年
（

一
六
七
五
）

に
二
代
目
の
唐
僧
慈
岳
が
建
て
た
隠
居
所
。
「
四
月
二
日
遊
永
聖
院
即
興
」

(13
)
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
な
お
、

（
）
内
の
洋
数
字
は

『
境

浦
遊
草
』
所
収
の
詩
に
付
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
（
以
下
同
じ
）
。

古
寺
棲
憂
枕
海
波
古
寺
棲
憂
海
波
に
枕
し
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洞
庭
山
色
晩
来
多
洞
庭
山
色
晩
来
多
し

登
臨
悠
爾
賞
軒
坐
登
臨
す
れ
ば
悠
爾
た
り
嘗
軒
の
坐

雨
後
千
帆
画
裏
過
雨
後
千
帆
画
裏
を
過
る

永
聖
院
（
図
の
右
上
）
は
本
堂
よ
り
一
段
高
い
奥
に
あ
り
、
最
も
見
は
ら
し
の
よ
い
所
で
あ
っ
た
。
波
を
枕
に
し
て
立
つ
古
い
棲
台
。
あ
の
洞

庭
湖
を
思
わ
せ
る
夕
暮
れ
の
風
景
。
こ
こ
に
登
る
と
心
は
ゆ
っ
た
り
と
解
き
放
さ
れ
る
。
雨
上
り
の
海
を
帆
か
け
船
が
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
ま
る
で
一
幅
の
画
を
見
る
よ
う
だ
。

永
聖
院
で
は
八
月
十
五
夜
の
賞
月
の
詩
な
ど
数
篇
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
大
潮
は
同
山
の
紫
雲
亭
で
も
過
し
て
い
る
。
「
歳
晩
紫
雲
亭
偶
成

二
首
」

(122)
は
次
の
通
り
。

分
紫
山
中
一
小
亭
分
紫
山
中
の
一
小
亭

海
姻
廻
合
擁
松
厨
海
姻
廻
合
す
擁
松
の
局

暮
寒
西
嶺
含
斜
月
暮
寒
西
嶺
に
斜
月
を
含
み

歳
晏
南
天
見
緊
星
歳
晏
南
天
に
緊
星
を
見
る

歩
到
梅
邊
風
雪
浄
歩
み
到
る
梅
の
邊
は
風
雪
浄
＜

坐
看
月
禎
雨
花
馨
坐
ろ
に
月
裸
を
看
れ
ば
雨
花
辟
し

他
郷
幾
度
迎
春
色
他
郷
に
幾
度
か
春
色
を
迎
う

遮
莫
河
橋
柳
巳
青
遮
莫
河
橋
の
柳
巳
に
青
か
ら
ん
と

「
紫
雲
亭
」
は
古
く
木
庵
性
瑶
が
松
林
の
中
に
建
立
し
た
福
済
寺
の
末
庵
で
、
元
禄
時
代
に
は
す
で
に
撥
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
名
に
ち

な
ん
で
、
開
山
堂
の
下
段
に
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
七
代
住
持
大
鵬
が
建
て
た
の
が
「
紫
雲
庵
」
で
あ
る
。
大
鵬
は
延
享
元
年
に
黄
槃
山
十

五
代
と
な
っ
て
福
済
寺
を
去
り
、
こ
こ
に
は
和
僧
が
庵
主
と
し
て
住
ん
で
い
た
。
大
潮
は
木
庵
と
の
縁
を
思
っ
て
か
、
こ
れ
を
「
紫
雲
亭
」
と
呼

ん
だ
ら
し
い
。
こ
こ
も
港
を
一
望
で
き
る
絶
景
の
地
で
あ
り
、
俗
塵
を
離
れ
て
心
を
悠
然
と
解
き
放
す
一
詩
境
で
あ
っ
た
。
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時
に
こ
の
山
を
下
り
、
と
も
に
詩
会
を
楽
し
ん
だ
の
は
次
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
。

林
百
載
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
生

i
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
一
月
九
日
没

(59
歳
）
。
福
建
省
福
州
府
福
清
縣
出
身
の
住
宅
唐
人
林
楚
玉

の
子
孫
で
そ
の
五
代
目
。
た
だ
し
父
二
木
仁
兵
衛
道
壽
に
嫡
男
が
な
く
、
平
野
平
兵
衛
の
息
で
あ
っ
た
が
養
子
と
な
っ
て
林
氏
を
継
い
だ
。
宝
永

六
年
(
-
七

0
九
）
稽
古
通
事
、
享
保
四
年
(
-
七
一
九
）
小
通
事
末
席
、
同
十
二
年
風
説
添
役
を
勤
め
、
同
十
六
年
に
大
通
事
、
元
文
元
年
御

用
通
事
兼
大
通
事
、
寛
保
三
年
唐
通
事
諸
立
合
を
歴
任
し
た
。
は
じ
め
二
木
幸
三
郎
と
い
っ
た
が
、
大
通
事
職
に
つ
き
林
氏
を
名
乗
っ
た
。
名
百

載
、
字
は
豊
成
、
仲
学
と
号
し
た
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
に
は
、
宝
永
六
年
（
一
七

0
九
）
四
月
十
八
日
に
稽
古
通
事
を
仰
付
け
ら
れ
た
記
事

が
あ
る
。
養
父
は
同
月
二
十
二
日
没
し
た
。
以
後
、
幸
三
郎
は
通
事
職
を
果
し
て
い
く
。
墓
は
聖
壽
山
崇
福
寺
に
現
存
す
る
。
「
老
批
景
福
院

照
晃
文
甫
林
老
居
士
／
清
輝
院
照
珠
貞
鏡
林
尼
公
」
と
あ
り
、
妻
と
と
も
に
葬
ら
れ
て
い
る
？
林
氏
の
初
代
楚
玉
は
こ
の
崇
福
寺
の
壇
主
と
し
て

創
建
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
楚
玉
夫
妻
の
墓
を
中
心
に
林
家
諸
代
の
墓
が
並
ん
で
い
る
。

大
潮
が
林
百
載
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
享
保
五
、
六
年
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
西
涙
餘
稿
詩
部
』
下
に
「
近
コ
ロ
別
二
林
百
載
＿
一
因
テ

有
ー
一
此
ノ
齋
」
と
題
す
る
七
絶
が
あ
り
、
そ
の
起
句
に
「
十
年
臀
ヲ
交
ヘ
テ
曽
滸
ヲ
問
フ
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
は
享
保
十
五
年
秋
の
作
と
推
測
で

き
る
も
の
で
、
逆
算
す
る
と
こ
う
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
潮
四
十
歳
前
半
、
百
載
は
三
十
歳
前
半
で
小
通
事
末
席
に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
本
書
に
は
ま
た
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
秋
の
作
「
寄

h
究
林
百
載
＿
」
「
林
百
載
陪
〗
清
人
＿
ー
講
芦
戌
櫻
桃
阻
＿
一
贈
ル
ニ
首
」
な
ど
の
七

絶
が
あ
り
そ
の
交
遊
の
様
子
が
知
ら
れ
る
。

『
魯
寮
稿
』
一
に
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
秋
、
百
載
宛
書
簡
「
寄
林
居
士
百
載
書
」
を
記
し
て
い
る
。
「
不
親
光
範
、
忽
己
十
載
突
、

起
居
康
寧
、
深
可
喜
慰
、
皓
老
且
衰
、
蹄
郷
四
年
、
而
府
公
賜
地
城
北
、
則
弗
獲
去
之
他
邦
突
、
然
幸
有
数
畝
之
田
、
得
以
養
荷
小
竹
林
下
、
問

散
自
適
也
、
誠
鴎
鶉
一
枝
哉
」
と
、
江
戸
、
京
畿
の
滞
在
を
終
え
て
帰
郷
後
蓮
池
の
小
庵
で
み
そ
さ
ざ
い
の
如
き
閑
散
自
適
の
生
活
の
様
を
伝
え

て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
月
の
「
寄
林
百
載
居
士
書
」
に
は
「
聞
足
下
以
大
通
繹
陛
而
為
繹
子
総
理
、
寵
栄
輝
光
、
獨
集
子
足
下
之
身
」
と
、
唐

通
事
諸
立
合
に
登
り
つ
め
た
百
載
へ
の
祝
意
を
記
す
。
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平
叔
薙
お
そ
ら
く
唐
通
事
と
思
わ
れ
る
が
、
今
そ
の
素
性
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
『
西
涙
餘
稿
』
下
に
享
保
十
二
年
冬
「
平
叔
薙
ノ
席
上
賦

レ
脱
贈
〗
之
二
、
そ
の
翌
春
の
「
留
加
~

ス

平
叔
薙
＿
―
-
」
及
び
享
保
十
五
年
春
の
「
春
日
訪

二平
叔
薙
→
他
二
往

テ

未
]
蹄
ラ
因
瓜
芯
之

ヲ

」
の
三
作
が

見
え
、
親
し
く
家
を
訪
問
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
『
魯
寮
稿
』
四
に
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
初
夏
ご
ろ
に
書
か
れ
た
「
弔
平
叔

薙
」
の
一
文
が
あ
る
。
本
簡
は
平
叔
薙
の
死
を
追
悼
す
る
も
の
で
、
そ
の
弟
に
あ
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
帰
郷
以
来
三
年
間
の
無

箪
の
欠
礼
を
詫
び
、
母
の
死
な
ど
に
よ
る
取
り
込
み
の
こ
と
な
ど
を
記
す
。
正
月
に
令
兄
の
病
が
篤
く
な
り
起
つ
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
驚
愕
し
た
こ
と
を
述
べ
、
「
皓
也
昔
少
、
典
令
兄
弟
者
、
滸
國
先
生
之
門
、
乃
交
誼
之
深
、
魚
水
弗
音
也
、
令
兄
天
才
秀
逸
、
辞
藻
宏

麗
、
崎
陽
人
物
、
井
足
下
為
二
美
突
」
と
昔
を
ふ
り
返
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
潮
は
若
い
頃
こ
の
兄
弟
と
と
も
に
國
思
靖
の
門
人
と
し
て
学
ん

だ
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
元
禄
末
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
古
い
交
遊
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
弟
と
合
せ
て
「
為
二
美
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
田
美
伯
、
田
美
仲
の
兄
弟
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

『
境
浦
遊
草
』
に
は
「
和
田
生
美
伯
見
寄
」
（
1
1
1
）
、
「
和
田
生
美
仲
見
寄
」

(112)

の
七
律
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
原
什
附
」
と
し
て
美
伯
、

美
仲
兄
弟
の
詩
が
掲
げ
て
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
た
二
詩
に
、
大
潮
が
脚
韻
を
合
せ
て
和
し
た
作
で
あ
る
。
同
書
に
は
「
春
日
訪
田
美
伯
美
仲
ニ
オ
子
」
、

(187)
「
贈
田
美
伯
美
仲
兄
弟
二
首
」

(188.189)
、
「
春
日
遊
田
美
伯
美
仲
常
棟
舘
、
分
韻
得
深
字
」

(192)

が
あ
り
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

春
の
長
崎
滞
在
時
の
雅
交
の
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
和
田
美
仲
見
訪
之
作
ー
序」

(194)

美
伯
美
仲
境
浦
田
某
二
子
也
、
相
典
嗜
學
、
恒
好
棲
居
、
扁
其
居
室
、
曰
常
棟
之
館
、
一
日
延
余
及
玄
翅
遊
焉
、
高
君
乗
亦
来
、
因
各

分
韻
賦
詩
、
詩
若
干
首
、
巳
成
、
大
以
為
為
歓
焉
、
先
是
美
仲
有
訪
余
紫
雲
亭
詩
、
出
以
見
転
、
時
己
乗
燭
、
雨
亦
殿
至
、
乃
辞
以
言

蹄
、
則
承
藍
興
護
送
云
、
明
日
予
在
文
学
明
所
、
阻
雨
、
忽
憶
前
者
美
仲
訪
詩
、
遂
買
餘
興
而
追
和
之
、
実
為
甲
戌
閏
二
月
十
七
日
也
、

南
涙
鵬
挙
地
来
値
雁
行
時
棟
塘
青
春
徽
仙
棲
白
日
還

諸
天
頻
極
目
百
世
並
開
眉
何
厭
敲
蓼
関
憐
才
是
我
師
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こ
の
詩
は
同
年
閏
二
月
十
七
日
の
詩
会
の
折
の
も
の
で
、
大
潮
、
高
君
乗
（
喝
谷
）
ら
が
田
二
美
の
常
様
舘
を
訪
れ
て
の
雅
交
が
し
の
ば
れ
る
。

『
魯
寮
稿
』
九
の
「
報
田
美
伯
美
仲
兄
弟
」
は
、
宝
暦
五
年
夏
ご
ろ
の
書
簡
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
田
二
美
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
稿
へ
の
批
評
が
書
か

れ
て
い
る
。
二
美
の
稿
を
朗
誦
し
楽
し
ん
だ
こ
と
を
記
し
、
「
斯
己
五
言
之
神
境
、
亦
典
明
郷
相
伯
仲
、
予
因
意
窺
謂
、
オ
思
雖
二
子
天
性
乎
、

而
此
喝
谷
陶
冶
之
力
也
、
予
也
固
喜
欲
狂
、
二
子
其
勉
之
」
と
二
美
の
オ
が
開
か
れ
た
の
は
、
喝
谷
の
崎
陽
に
お
け
る
人
材
薫
陶
の
力
量
に
よ
る

と
こ
ろ
少
な
く
な
い
こ
と
を
い
う
。
喝
谷
は
寛
延
年
間
に
京
都
へ
遊
学
し
龍
草
嵐
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
帰
郷
後
「
芙
蓉
詩
社
」
を
結
成
し
、
そ

の
中
心
に
あ
っ
て
活
動
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
田
二
美
の
兄
弟
も
、
賜
谷
よ
り
は
は
る
か
に
年
長
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
詩
社
の
メ
ソ
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

張
道
智
生
年
は
未
詳
。
『
禅
林
寺
過
去
帳
』
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
正
月
十
三
日
の
条
に
「
道
智
寂
仁
居
士
寛
延
二
巳
正
月
清
川
榮

左
衛
門
事
」
と
あ
り
、
没
年
だ
け
は
わ
か
る
。
『
長
崎
実
録
大
成
』
巻
十
〈
日
本
住
居
唐
人
之
事
〉
に
「
張
三
峰
清
川
榮
左
衛
門
祖
」
と
あ
り
、

こ
の
人
の
子
孫
で
五
代
目
の
唐
通
事
。
『
訳
司
統
譜
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
五
年
（
一
七
二

0
)
一
月
稽
古
通
事
見
習
、
同
年
八
月
稽
古
通
事
、
同

十
一
年
十
月
小
通
事
末
席
を
仰
付
け
ら
れ
て
い
る
。
右
の
よ
う
に
寛
延
二
年
に
病
死
す
る
ま
で
二
十
九
年
間
同
職
に
あ
っ
た
。
は
じ
め
久
左
衛
門
、

の
ち
永
左
衛
門
、
榮
左
衛
門
と
称
し
た
。
緯
は
映
井
、
号
は
公
龍
。
『
禅
林
寺
過
去
帳
』
に
は
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
十
一
月
十
日
の
条
に

「
道
順
寂
徳
居
士
」
と
い
う
人
が
「
清
水
永
左
衛
門
兄
」
と
出
て
い
て
、
道
智
の
兄
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
『
訳
司
統
譜
』
に
よ
れ
ば
、
道
順
は

元
禄
十
五
年
九
月
か
ら
父
の
跡
を
継
い
で
内
通
事
小
頭
を
勤
め
て
お
り
、
宝
永
五
年
に
同
役
を
召
放
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
境
浦
遊
草
』
の

「
贈
張
好
問
」
（

83
）
の
こ
の
張
氏
も
こ
の
人
の
一
族
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。

宮
田
安
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
榮
左
衛
門
こ
と
張
道
智
は
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
春
、
将
軍
吉
宗
の
御
用
物
の
象
を
届

け
る
随
員
と
し
て
従
い
、
江
戸
へ
赴
い
た
。
そ
の
時
の
こ
と
は
『
通
航
一
覧
』
百
七
十
五
、
百
七
十
六
に
〈
御
所
望
象
始
末
〉
の
記
録
が
あ
る
。

享
保
十
一
年
冬
、
東
京
の
船
主
呉
子
明
が
命
を
受
け
、
同
十
三
年
六
月
十
三
日
に
鄭
大
威
が
広
南
か
ら
七
歳
の
牡
象
と
五
歳
の
牝
象
の
二
頭
を
唐

十
五
番
船
で
も
た
ら
し
た
。
こ
の
う
ち
牝
象
は
、
同
年
九
月
十
一
日
死
に
、
牡
象
を
牽
い
て
同
十
四
年
三
月
十
三
日
長
崎
を
出
発
。
京
着
は
四
月
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二
十
日
で
同
二
十
三
日
に
帝
の
叡
覧
が
あ
っ
た
。
同
五
月
二
十
五
日
に
象
は
江
戸
に
到
着
、
同
二
十
七
日
に
将
軍
の
上
覧
が
と
り
行
な
わ
れ
た
。

巨
大
な
外
国
の
異
獣
の
道
中
は
大
変
な
評
判
だ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
年
『
詠
象
詩
』
（
奥
田
子
享
編
）
二
冊
、
『
馴
象
編
』
（
林
信
充
等
）
一
冊
、

『
馴
象
俗
談
』
（
井
上
通
熙
編
）
一
冊
、
『
象
志
』
一
冊
等
が
早
速
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
市
立
博
物
館
に
は
、
こ
の
時
張
道
智
が
象
を
献
上
す
る
訳
官
と
し
て
随
行
す
る
に
際
し
、
知
友
か
ら
贈
ら
れ
た
送
別
の
詩
文
を
収
め
た
詩

巻
を
所
蔵
す
る
。
そ
の
内
の
一
っ
東
谷
謙
光
の
送
別
詩
を
次
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。

戊
申
夏
南
越
載
馴
象
入
崎
巳
酉
春
進
猷
東
府

公
龍
張
茂
寸
領
鎮
蓋
命
繹
従
而
行
作
此
餞

之

祈

正

沼
逓
関
山
遠
奉
官

洛
陽
花
入
詩
痰
重

博
物
談
通
蕃
象
語

為
期
賜
錦
言
旋
日

権
哉
英
俊
旅
情
寛

富
士
峰
侵
倒
氣
寒

刻
丹
才
遇
魏
王
歓

光
彩
嘗
驚
閾
園
看

東
谷
野
柄
謙
光
固
固
固

｛
鍋
君
乗

(
6
)
（
15)
（
24)
（
59)
（
110)
（
177)
（
193)
（
204)
（
206)
（
207)
（
210)
（
竺
(235)
（
空

(240)

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
生
ー
明
和
三
年
(
-
七
六

六
）
十
月
三
日
没

(48
歳
）
。
原
姓
は
高
階
、
唐
通
事
渡
辺
春
庵
の
養
子
と
な
る
。
通
称
忠
蔵
、
名
は
鉢
、
字
君
乗
、
号
は
腸
谷
。
『
先
哲
叢
談

後
編
』
（
東
條
琴
台
編
、
文
政
十
二
年
成
）
に
は
、
唐
通
事
の
職
を
雛
っ
た
喝
谷
は
寛
延
年
間
に
上
京
し
名
士
と
交
わ
り
、
世
評
を
得
た
が
、
友

人
龍
草
慮
と
共
に
相
互
に
詩
オ
を
褒
め
あ
い
、
識
者
の
失
笑
を
か
う
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
清
商
の
謀
り
事
に
の
せ
ら
れ
沈
蹄
愚
の
答
書
、
和
詩

及
び
呉
中
七
子
の
和
韻
な
ど
の
偽
物
を
贈
ら
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
編
さ
れ
た
経
緯
を
記
す
。
京
畿
で
六
年
を
過
し
て
長
崎
に
帰
国
後
、
芙
蓉
詩
社

を
結
成
し
、
大
潮
を
師
と
仰
い
で
詩
作
活
動
に
明
け
暮
れ
た
が
、
「
毒
癒
を
患
い
て
卒
す
」
（
亀
井
南
冥
『
我
昔
詩
集
』
）
と
い
う
。
腸
谷
の
著
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作
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
も
の
に
『
五
経
音
義
補
』
二
十
巻
、
『
味
物
詩
焦
』
八
巻
、
『
喝
谷
詩
稿
』
七
巻
、
『
病
楊
草
』
一
巻
、
『
清
七

才
子
詩
選
』
七
巻
、
『
明
七
才
子
詩
読
』
七
巻
、
『
境
浦
社
草
』
二
巻
、
『
楽
府
変
』
五
巻
、
『
高
喝
谷
詩
草
』
二
冊
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
現
存
す
る
か
し
な
い
か
未
詳
。
『
蓬
壺
楼
印
彙
』
二
冊
は
国
会
図
書
館
に
所
蔵
す
る
。

喝
谷
が
い
つ
頃
か
ら
大
潮
に
師
事
し
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
最
も
親
交
を
深
め
た
の
は
、
こ
の
宝
暦
三
、
四
年
の
大
潮
の
長
崎
滞
在
の

時
で
あ
っ
臼
゜

以
下
に
は
、
こ
の
折
の
二
人
の
交
遊
を
示
す
詩
を
瞥
見
し
て
み
た
い
。
こ
の
時
期
は
嗚
谷
の
別
号
「
君
乗
」
を
使
っ
て
い
る
の
で
し
ば
ら
く
こ

れ
に
従
う
。

『
境
浦
遊
草
』
の
「
春
日
訪
高
君
乗
有
詩
次
韻
」
（

6
）
は
、
大
潮
が
長
崎
を
訪
れ
て
ま
も
な
い
頃
君
乗
宅
を
訪
れ
た
際
の
作
品
で
あ
る
。
城

の
ほ
と
り
の
坂
道
を
散
歩
し
つ
つ
訪
れ
、
青
雲
の
志
を
持
つ
君
乗
に
会
っ
て
、
わ
が
白
髪
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
気
概
を
感
じ
た
と
記
す
。

初
夏
に
な
っ
て
再
び
大
潮
は
君
乗
宅
を
訪
れ
た
。

四
月
九
日
訪
高
君
乗
席
上
賦
贈

(15)

四
月
睛
風
吹
客
衣
四
月
の
春
風
客
の
衣
を
吹
く

杖
黎
来
叩
故
人
扉
黎
を
杖
つ
き
来
り
て
故
人
の
扉
を
叩
く

相
逢
共
椅
南
窓
坐
相
逢
ふ
て
共
に
南
窓
に
椅
り
て
坐
す

満
架
書
編
映
夕
暉
満
架
の
書
編
夕
暉
に
映
ず

黎
の
杖
を
つ
い
て
訪
れ
た
大
潮
は
七
十
五
歳
。
君
乗
は
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
「
故
人
」
と
い
う
か
ら
す
で
に
君
乗
と
は
早
く
面
識
が
あ
り
、

交
遊
が
な
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
師
と
仰
ぐ
大
潮
を
君
乗
は
書
斎
に
迎
え
た
。
折
し
も
満
架
の
書
籍
が
夕
陽
に
映
え
て
い
る
。
そ
こ
に
座
す
ニ

人
の
姿
と
雅
交
の
場
面
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

『
松
浦
詩
集
』
（
元
文
五
年
刊
）
以
来
古
文
辞
派
詩
僧
と
し
て
名
声
の
あ
っ
た
大
潮
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
君
乗
が
入
門
を
希
望
し
て
、

親
近
を
求
め
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
で
は
『
魯
寮
稿
』
五
に
記
載
す
る
次
の
作
品
が
最
も
早
い
時
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期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

和
高
君
乗
見
寄
長
崎
船
津
町
、
高
村
忠
蔵
‘
名
葬

一
望
城
南
海
水
長
孤
鴻
影
冷
夜
来
霜

何
料
錦
字
労
相
問
鰹
爾
瑞
音
落
異
方
十
一
月
初
三
日

こ
れ
は
君
乗
か
ら
の
手
簡
の
詩
に
和
韻
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
。
君
乗
は
詩
の
添
削
な
ど
求
め
た
ら
し
い
が
、
大
潮
は
そ
の
美
し
い
詩
句

は
玉
の
落
ち
る
音
の
如
く
だ
と
讃
え
て
い
る
。
こ
れ
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
十
一
月
三
日
、
佐
賀
金
立
村
に
て
の
作
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
君
乗
が
二
十
九
歳
の
時
で
あ
り
、
こ
の
宝
暦
三
年
を
糊
る
こ
と
六
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
題
の
下
注
に
「
長
崎
船
津
町
、
高
村
忠
蔵
、
名

葬
」
と
あ
る
の
も
二
人
の
交
流
の
始
り
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
魯
寮
稿
』
五
に
は
、
翌
延
享
五
年
二
月
初
旬
の
作
〈
寄
懐
高
君
乗
〉
が
あ
る
。

遥
思
彼
美
在
西
方
明
月
清
江
査
齢
苑

彩
筆
至
今
看
錦
字
青
山
憶
昨
坐
華
堂

池
中
神
物
君
龍
変
日
下
オ
名
誰
應
行

老
我
姻
霞
甘
伏
枕
臨
流
欲
復
駕
孤
航

こ
れ
も
喝
谷
の
詩
オ
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
四
句
目
「
青
山
…
」
の
下
注
に
「
前
予
典
乗
、
相
会
崎
證
性
寺
」
と
あ
る
。
施
無
畏

山
法
界
腔
性
寺
は
真
言
宗
で
京
都
御
室
仁
和
寺
の
末
寺
。
こ
の
寺
は
明
治
維
新
後
廃
絶
さ
れ
て
今
は
な
い
が
、
当
時
は
岩
原
郷
に
あ
っ
て
、
大
潮

が
滞
在
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
福
演
寺
と
隣
を
な
し
て
い
た
。

こ
う
い
っ
た
詩
か
ら
み
る
と
、
大
潮
と
賜
谷
の
出
会
い
は
、
大
潮
が
長
崎
へ
来
た
延
享
二
年
の
折
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
年

大
潮
は
六
十
七
歳
、
喝
谷
は
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
宝
暦
三
年
の
大
潮
の
長
崎
来
遊
に
際
し
て
は
、
君
乗
が
一
時
の
居
住
の
世
話
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
魚
街
館
井
序
」

(24)

と
題
す
る
長
詩
の
序
に
は
「
境
浦
魚
街
置
一
小
舎
、
為
居
人
玉
氏
別
荘
、
而
街
不
翠
魚
、
浄
潔
甚
、
高
君
乗
者
、
風
流
嗜
文
、
雅
亦
欲
息
余
於
境
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浦
、
乃
索
居
士
以
延
余
、
実
探
玄
興
謀
焉
、
余
病
旦
疲
、
不
欲
揮
柊
、
孟
夏
下
浣
、
脩
然
而
往
、
因
作
魚
街
館
一
篇
、
非
避
名
也
、
戯
以
為
諷
也
」

と
記
す
。
五
言
の
長
詩
は
「
魚
街
非
際
魚
是
名
何
人
始
：
．
」
と
戯
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
中
の
魚
の
町
に
あ
っ
た
玉
氏
な
る
人
物
の
別
荘
を
、

大
潮
の
病
疲
を
癒
す
場
所
と
し
て
君
乗
が
斡
旋
し
た
こ
と
へ
の
謝
意
を
こ
め
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
高
君
乗
は
風
流
に
し
て
文
を
嗜
み
、
雅

よ
り
亦
境
浦
に
於
て
余
を
息
は
し
め
ん
と
す
」
と
い
う
弟
子
の
心
遣
い
を
受
け
て
い
る
。

『
境
浦
遊
草
』
に
は
「
和
高
君
乗
月
夜
見
寄
之
作
」
（

59
）
、
「
暁
起
対
雪
懐
中
高
君
乗
」

(110)
な
ど
、
君
乗
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
へ
の
唱
和

が
あ
り
、
交
遊
の
跡
が
し
の
ば
れ
る
。
翌
宝
暦
四
年
閏
二
月
の
「
和
高
君
乗
見
寄
之
作
ぅ
序
」

(177)

は
紫
雲
亭
に
滞
在
中
の
作
品
。
夢
の
中
で

君
乗
が
大
潮
の
寓
居
を
訪
問
し
、
詩
を
賦
し
、
文
を
論
じ
た
。
そ
し
て
夢
中
に
得
た
一
句
に
和
韻
し
た
作
だ
と
い
う
。

先
に
平
叔
薙
の
項
で
「
春
日
遊
田
美
伯
美
仲
常
棟
館
分
韻
得
深
字
」

(192)
を
ひ
い
た
が
、
こ
の
日
は
喝
谷
も
同
席
し
て
い
る
。
「
同
題
和
高

君
乗
韻
」
（

193
）
が
そ
の
時
の
作
で
、
君
乗
の
原
詩
も
附
さ
れ
て
い
る
の
で
次
に
並
べ
掲
げ
て
お
く
。

君
乗
原
作

雨
後
金
樽
宴
辟
彊
看
山
諷
詠
翫
年
芳

麗
文
元
奪
龍
鷺
彩
柔
翰
並
懸
日
月
光

交
簿
棟
華
春
韓
々
映
階
玉
樹
聾
蒼
々

非
因
陶
謝
風
流
甚
法
施
何
能
出
賓
坊

同
題
和
高
君
乗
韻

春
風
浩
蕩
絶
封
彊
雨
後
園
林
著
衆
芳

愴
海
明
珠
懐
裏
出
青
山
白
璧
賦
中
光

披
襟
来
借
幽
亭
色
憑
館
坐
見
客
緊
蒼

況
復
主
人
清
興
稜
招
吾
忽
下
辟
羅
坊

ま
た
「
春
雨
日
偕
高
君
乗
諸
子
集
劉
重
夫
宅
、
分
韻
各
賦
得
山
字
」

(204
）
も
君
乗
を
中
心
と
す
る
同
人
、
お
そ
ら
く
は
芙
蓉
詩
社
の
メ
ソ
バ
ー
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が
集
ま
り
、
詩
会
を
催
し
た
時
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
大
潮
を
迎
え
て
の
詩
会
は
、
そ
の
七
、
八
句
に
「
共
是
風
流
知
可
能
賦

と
詠
む
よ
う
に
、
風
雅
の
交
遊
は
尽
き
せ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

と
り
わ
け
芙
蓉
詩
社
の
中
心
人
物
君
乗
と
の
交
遊
は
も
っ
と
も
親
密
で
あ
り
、
『
境
浦
遊
草
』
に
は
、
そ
の
交
遊
の
事
実
を
示
す
詩
や
文
章
が

十
五
篇
記
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
印
象
深
い
の
は
、
宝
暦
三
年
の
秋
八
月
二
日
、
君
乗
は
最
初
の
子
を
病
死
さ
せ
、
そ
の
悲
し
み
の
詩
十
三
首
を

大
潮
に
示
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
大
潮
は
「
評
高
君
乗
哭
児
詩
」

(229)

の
中
で
、
「
一
字
二
涙
、
予
潜
泣
数
行
下
、
不
忍
終
巻
」
と
記
し
、

君
乗
の
胸
中
を
受
け
と
め
て
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
触
れ
て
い
る
の
で
く
り
返
さ
な
い
が
、
師
弟
の
問
の
暖
か
い
交
情
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。

次
の
「
留
別
高
君
乗
」
（
2
0
7
）
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
晩
春
、

を
託
し
た
詩
で
あ
る
。

留
別
高
君
乗

江
浦
年
芳
静
客
中

春
流
艇
出
桃
花
岸

十
載
重
遊
移
我
疾

何
愁
今
日
天
涯
別

奨
子
執

(
7
)
（
8
)
（
84)(209)

生
年
は
未
詳
。
没
年
は
『
長
照
寺
過
去
張
』
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
七
月
二
十
九
日
の
条
に
「
懇
澤
院

法
用
耕
甫
日
樹
居
士
典
善
町
高
尾
嘉
左
衛
門
支
」
と
あ
る
が
、
年
齢
は
未
詳
。
高
尾
嘉
左
衛
門
は
崖
通
事
目
附
役
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
が
、

な
ぜ
こ
の
人
が
奨
子
執
と
結
び
つ
く
か
と
い
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
彦
山
勝
景
詩
集
』
（
瀬
尾
維
賢
編
、
正
徳
三
年
九
月
刊
）
七
巻
三
冊
は
、
筑
豊
に
登
え
る
霊
峰
で
、
古
来
よ
り
修
験
道
の
道
場
と
し
て
知
ら

れ
る
彦
山
（
英
彦
山
）
の
景
勝
を
詠
ん
だ
漠
詩
集
で
あ
る
。
公
卿
・
高
僧
を
は
じ
め
、
武
家
、
儒
者
、
僧
侶
ら
の
他
、
長
崎
の
唐
通
事
ら
の
詩
も

脩
然
蹄
去
遂
飛
鴻

老
隠
山
生
桂
樹
叢

千
秋
盛
事
見
君
雄

知
有
雙
魚
慰
轄
蓬

一
年
の
滞
在
を
終
え
て
長
崎
を
去
ろ
う
と
す
る
大
潮
の
別
れ
の
挨
拶

坐
来
瞑
色
未
言
還
」
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収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
巻
之
四
は
、
高
元
泰
、
官
梅
道
栄
、
石
如
玩
、
林
豊
高
、
影
城
善
聰
と
い
っ
た
著
名
な
唐
通
事
を
始
め
悦
峯
、
雷

音
と
い
っ
た
長
崎
の
黄
槃
の
唐
僧
ら
計
三
十
三
名
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
目
を
ひ
く
。

そ
の
作
者
付
に
「
奨
子
苑
高
尾
甚
八
」
と
あ
る
。
そ
の
奨
子
苑
の
詩
と
し
て
、
十
二
景
の
う
ち
「
掛
笈
紅
梅
」
「
花
月
坐
石
」
の
二
首
が
同

巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
奨
子
苑
こ
と
高
尾
甚
八
は
、
唐
通
事
目
附
役
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
訳
司
統
譜
』
に
つ
け
ば
次
の

よ
う
な
経
歴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

元
禄
八
年
十
月
九
日
に
稽
古
通
事
と
な
り
、
宝
暦
六
年
三
月
に
小
通
事
、
享
保
十
二
年
六
月
に
目
附
役
と
な
り
、
元
文
三
年
二
月
に
隠
居
し
、

延
享
元
年
八
月
十
八
日
に
病
没
し
た
。
『
長
照
寺
過
去
帳
』
の
延
享
元
年
甲
子
八
月
十
八
日
の
条
に
「
圃
道
院
知
日
得
居
士
材
木
町
高
尾
兵

左

衛

門

父

」

。

つ

ま

り

、

高

尾

甚

八

の

息

子

が

兵

左

衛

門

で

あ

る

。

．

こ
の
兵
左
衛
門
の
経
歴
を
『
訳
司
統
譜
』
に
よ
っ
て
た
ど
る
と
次
の
通
り
。
初
名
を
高
尾
萬
之
助
と
い
い
、
享
保
十
四
年
(
-
七
二
九
）
十
一

月
十
六
日
に
稽
古
通
事
見
習
と
な
り
、
同
十
六
年
十
月
に
稽
古
通
事
、
元
文
二
年
八
月
に
名
を
兵
左
衛
門
と
改
め
、
同
五
年
九
月
に
小
通
事
末
席

に
列
し
た
。
延
享
元
年
に
父
甚
八
が
死
去
。
宝
暦
四
年
八
月
に
嘉
左
衛
門
と
改
名
し
、
翌
宝
暦
五
年
に
小
通
事
、
同
九
年
十
月
三
日
に
目
附
役
、

さ
ら
に
安
永
二
年
四
月
二
十
三
日
に
直
組
定
立
合
兼
目
附
と
な
っ
た
。
こ
の
二
年
後
の
安
永
四
年
七
月
二
十
九
日
に
病
没
し
た
。

こ
の
ふ
た
り
が
親
子
で
あ
る
こ
と
を
示
す
資
料
を
次
に
示
す
。
大
潮
の
『
魯
寮
稿
』
二
に
は
次
の
よ
う
に
詩
偶
と
書
簡
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

薦
奨
子
範
居
士
甲
子
秋
八
月
十
八
日
卒
年
八
十
一
突

惹
命
金
剛
不
可
磨
閻
浮
八
十
楽
相
過

遺
音
猶
在
無
絃
調
崎
水
塀
々
日
夜
多

輿
奥
子
執

令
尊
人
之
嬰
、
聞
之
錯
愕
不
能
禁
、
我
昔
遊
崎
、
典
令
尊
人
相
知
、
殆
乎
四
十
餘
年
、
而
中
問
或
会
或
別
、
莫
逆
於
心
、
傾
蓋
如
故
、
白
頭

維
新
、
則
令
尊
人
之
謂
哉
、
今
得
訃
告
、
理
嘗
趨
弔
、
属
祭
先
師
、
新
蹄
自
洛
、
跛
渉
娘
苦
、
旦
不
能
如
意
也
、
昔
者
令
尊
人
、
典
東
明
旭

公
暗
次
、
公
告
以
欲
蹄
華
、
令
尊
人
曰
、
何
慮
是
他
郷
邪
、
公
微
笑
而
己
、
乃
知
若
令
尊
人
者
、
識
得
生
死
去
来
、
一
合
相
不
可
得
、
我
屋
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裏
人
也
、
業
幸
子
執
一
省
子
此
、
節
哀
善
飯
、
是
安
令
尊
人
之
魂
也
、
不
一

「
奨
子
範
」
は
先
の
「
奨
子
苑
」
と
見
て
よ
い
。
こ
の
二
編
に
よ
っ
て
、
奨
子
範
こ
と
高
尾
甚
八
は
八
十
一
歳
の
高
齢
で
没
し
た
こ
と
、
大
潮

と
は
長
崎
を
訪
れ
て
以
来
四
十
余
年
の
莫
逆
の
友
と
し
て
の
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
息
子
の
嘉
左
衛
門
が
「
奨
子
執
」
と
号
し
た
こ
と
、

親
子
に
わ
た
る
親
交
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
判
る
の
で
あ
る
。
『
魯
寮
稿
』
三
に
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
七
律
で
詩
偽
と
も
い
え

そ
う
な
「
乙
丑
秋
八
月
丁
己
是
月
十
八
日
乃
値
圃
通
院
温
知
日
得
居
士
小
祥
詭
辰
、
孝
子
々
執
、
請
予
追
薦
、
因
作
斯
篇
、
用
供
霊
位
」
と
題
す
る
作
、

「
九
日
重
悼
奨
居
士
子
範
立
序
」
と
題
す
る
一
周
忌
に
手
向
け
ら
れ
た
追
悼
詩
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

父
の
奥
子
範
と
大
潮
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
『
松
浦
詩
集
』
下
に
そ
の
早
い
頃
の
作
品
を
見
い
出
せ
る
。

戸
見
二
奨
君
↓
幾
度
春
ソ
夢
回
ァ
清
氣
襲
二
衣
巾
ー
一

官
逢
年
少
多
ク
ハ
同
學
今
日
誰
力
逢
〗
眼
裏
ノ
人
ー
一
―

享
保
年
間
の
作
と
思
わ
れ
る
が
、
唐
通
事
と
し
て
勤
務
す
る
甚
八
の
境
遇
を
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
そ
の
第
二
詩
の
起
句
に
「
鳴
瀧
ノ
別
業

枕
〗
テ
置
開
こ
と
あ
っ
て
、
奨
子
範
は
市
街
鳴
瀧
の
地
に
別
業
を
営
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
潮
は
四
十
七
歳
の
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
九
月
に
松
浦
を
発
ち
、
長
崎
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
様
子
は
『
西
涙
餘
稿
』
上
下
に
記

さ
れ
て
い
る
。
「
舟
中
吟
」
は
そ
の
途
中
の
作
、
「
九
日
壽
〗
奨
子
範
→
」
は
重
陽
の
日
に
訪
問
し
た
折
の
作
。
「
奨
氏
力
宅
守
レ
年
」
は
歳
末
を

奨
子
範
の
屋
敷
で
過
し
た
事
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
時
の
滞
在
は
翌
年
春
ま
で
の
間
で
、
前
掲
し
た
林
百
載
、
平
叔
薙
、
張
道
智
ら
と
の
度
重
な

る
親
交
が
あ
っ
た
。

奨
子
範
の
没
後
、
息
子
執
と
大
潮
と
の
交
遊
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
『
魯
寮
稿
』
三
に
は
「
答
奨
子
執
」
の
返
簡
が
あ
り
、

ま
た
『
西
涙
餘
稿
』
巻
之
―
一
に
は
「
信
室
ノ
記
」
が
あ
る
。
後
者
は
子
執
が
自
分
の
書
斎
を
持
つ
に
つ
き
、
そ
の
命
名
を
大
潮
に
依
頼
し
た
こ
と

へ
の
返
簡
。
大
潮
は
、
実
を
行
な
う
た
め
の
信
を
大
切
に
す
る
の
は
儒
釈
と
も
同
じ
で
あ
り
、
学
を
積
み
実
あ
る
よ
う
に
と
教
え
た
こ
と
を
記
す
。

名
実
と
も
に
備
わ
る
に
は
信
が
根
本
に
あ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
、
「
信
二
非
ズ
ハ
行
ハ
レ
ズ
ト
、
子
執
最
ヨ
ヤ
」
と
父
に
代
わ
る
ご
と
く
に
諭
し

「
寄
〗
奨
子
範
三
一
首
」

の
内
の
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二
浦
善
三
郎
・
同
百
十
郎

(80)
（
81

て
い
る
。
子
執
は
こ
の
言
を
守
り
勤
め
た
と
思
わ
れ
る
。
宝
暦
九
年
に
は
唐
通
事
目
附
役
に
栄
進
し
、
同
十
年
（
一
七
六

O
)
四
月
に
は
『
長
崎

実
録
大
成
』
（
田
邊
茂
啓
撰
）
の
序
文
を
当
時
硯
学
の
誉
高
か
っ
た
中
山
白
顛
（
太
郎
八
）
と
並
ん
で
草
し
て
い
る
。
『
実
録
大
成
』
十
六
巻
は

長
崎
の
街
建
に
始
ま
る
近
世
初
期
以
来
の
歴
史
、
役
所
、
寺
社
の
草
創
、
唐
船
、
蘭
船
の
入
港
情
況
と
そ
の
交
易
及
び
年
表
等
、
長
崎
の
実
態
を

総
合
的
に
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

長
崎
聖
堂
の
助
教
田
邊
茂
啓
が
多
く
の
史
資
料
を
収
集
し
、
聞
き
書
き
を
加
え
て
編
纂
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
公
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の

序
文
は
、
編
者
田
邊
茂
啓
の
積
年
の
努
力
と
功
績
を
賛
え
た
も
の
で
、
末
尾
に
「
賓
暦
歳
次
庚
辰
孟
夏
長
崎
後
学
奨
元
衰
公
補
氏
撰
」
と
記
し

て
い
る
。
別
名
元
衰
、
ま
た
公
補
と
い
う
別
号
も
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
実
録
大
成
』
十
巻
〈
日
本
住
宅
唐
人
之
事
〉
に
「
奥
玉
環
高
尾
兵

左
衛
門
祖
」
と
あ
り
、
こ
の
高
尾
氏
の
先
祖
の
華
名
を
継
い
で
奨
子
執
と
名
乗
っ
た
こ
と
も
納
得
で
き
よ
う
。
．

さ
て
『
境
浦
遊
草
』
に
は
「
應
奨
子
執
請
席
上
作
」
二
首

(
7
.
8
)
、
「
雲
龍
圏
賛
笑
子
執
求
」
(84)
及
び
「
留
別
奨
子
執
」

(209)
な
ど
の
詩

が
詠
ま
れ
て
い
る
。
最
後
の
詩
は
宝
暦
四
年
三
月
、
大
潮
が
長
崎
を
去
る
時
の
作
で
あ
ろ
う
。

奨
彦
卿

(82)
（
84)
（
167)
（
碑
）
素
姓
、
生
没
と
も
に
未
詳
。
奨
氏
を
名
乗
る
か
ら
唐
通
事
高
尾
氏
の
一
族
（
奨
子
執
の
弟
も
し
く
は
息
子
か
）
と

思
わ
れ
る
。
『
境
浦
遊
草
』
に
は
「
贈
奨
彦
卿
」

(82
）
の
題
で
「
枝
頭
花
似
去
年
春
鏡
裏
霜
非
少
壮
辰
隣
殺
人
問
駒
過
隙
早
須
功
就
畳

麒
麟
」
と
詠
ん
で
い
る
。
大
潮
は
、
前
項
の
奨
子
執
の
求
め
に
応
じ
た
「
雲
龍
闘
賛
」

(84
）
と
並
べ
て
「
楽
只
軒
／
富
莫
富
於
守
道
／
壽
菓
壽

乎
修
辞
／
奨
彦
卿
求
」
と
記
し
て
い
る
。
画
家
志
望
の
若
者
ら
し
い
人
物
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
宝
暦
四
年
二
月
の
「
和
奨
彦
卿
見
訪
之
作

(167)

や
「
座
右
銘
奨
彦
卿
求
」
（
碑
）
が
あ
る
。
後
者
は
「
物
有
素
、
水
有
源
、
懐
父
母
徳
、
奉
天
地
尊
、
玉
汝
警
汝
以
不
盈
、
而
汝
無
欲
速
成
、

憶
硯
静
有
餘
、
夫
是
以
能
養
生
」
と
、
物
事
の
根
源
を
知
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
生
き
る
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
『
魯
寮
稿
』
八
に
よ
れ
ば
、
宝

暦
三
年
十
二
月
十
三
日
の
作
で
あ
る
。

生
没
未
詳
。

『
訳
詞
統
譜
』
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
＋
月
二
十
八
日
に
稽
古
通
事
見
習
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を
仰
付
け
ら
れ
、
同
八
年
五
月
四
日
「
先
名
善
三
郎

0
三
浦
権
右
衛
門
」
と
改
名
御
免
、
同
年
十
一
月
七
日
に
稽
古
通
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
「
父
六
郎
兵
衛
小
通
事
並
ニ
テ
病
死
（
宝
膠
八
年
七
月
一
日
）
之
跡
」
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
明
和
元
年
閏
十
二
月
十
八
日
に
惣
次
右
衛
門

と
改
名
、
同
三
年
（
一
七
六
六
）
一
月
二
十
七
日
に
同
職
を
「
御
暇
御
免
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
普
三
郎
の
祖
父
に
相
当
す
る
人
物
に
三
浦
惣
八
（
先
名
万
次
平
、
ま
た
万
次
郎
）
と
い
う
者
が
あ
る
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
に
は
、
宝

永
四
年
十
二
月
晦
日
に
立
山
役
所
か
ら
稽
古
通
事
見
習
を
仰
付
け
ら
れ
た
記
事
が
出
る
。
こ
の
人
は
『
訳
詞
統
譜
』
に
よ
れ
ば
正
徳
五
年
に
稽
古

通
事
、
享
保
十
六
年
に
小
通
事
末
席
、
同
十
八
年
六
月
十
一
日
に
目
附
役
を
仰
付
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
「
扇
氾
三
浦
惣
八
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
三
浦
氏
の
先
祖
は
朝
鮮
系
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
『
境
浦
遊
草
』
に
は
「
贈
三
浦
善
三
郎
」

(80)
が
あ
り
、
「
河
水
東
流
春
日
西
容

光
一
去
緊
華
抵
勧
君
莫
使
分
陰
失
早
見
文
名
金
石
題
」
と
言
い
、
ま
た
「
贈
三
浦
百
十
郎
」

(81)

に
は
「
少
年
易
老
道
難
聞
努
力
加
餐

學
古
文
但
見
業
成
名
著
日
顕
揚
父
母
総
渇
君
」
と
記
す
。
い
か
に
も
道
学
者
風
の
教
訓
め
い
た
も
の
言
い
で
あ
り
、
二
人
は
ま
だ
少
年
で
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
父
六
郎
兵
衛
は
こ
の
時
小
通
事
末
席
で
あ
っ
た
。
文
オ
に
富
む
父
と
の
交
遊
の
中
で
、
兄
弟
ら
し
い
こ
の
二
人
の
息
子
を

励
ま
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
想
像
さ
れ
る
。

官
梅
子

(156)

「
官
梅
」
の
姓
は
、
林
道
栄
（
一
六
四

o--
一
七
〇
八
）
が
大
通
事
か
ら
風
説
定
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
元
禄
十
二
年
か
ら
の
名
乗

り
で
あ
る
。
こ
の
（
「
官
梅
」
の
姓
の
由
縁
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
劉
氏
の
条
に
記
す
）
道
栄
は
『
長
崎
実
録
大
成
』
十
巻
〈
日
本
住
宅
唐
人
之

事
〉
に
記
載
さ
れ
る
福
建
省
福
州
出
身
の
林
公
淡
の
息
子
で
通
称
市
兵
衛
、
詭
は
應
棠
、
字
は
欺
雲
、
号
は
羅
山
ま
た
墨
痰
と
い
う
。
道
栄
は
福

州
口
の
通
事
と
し
て
中
国
語
に
堪
能
で
あ
り
、
詩
文
に
秀
れ
、
能
書
家
と
し
て
著
名
で
、
の
ち
に
高
玄
岱
と
並
び
「
二
妙
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
は

『
長
崎
先
民
伝
』
学
術
の
条
や
『
先
哲
叢
談
続
編
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
唐
通
事
会
所
日
録
』
元
禄
十
二
年
八
月
二
十
六
日
の
条
に
、
長
崎
奉
行
と
し
て
林
藤
五
郎
忠
和
が
下
向
す
る
に
つ
き
、
町
中
の
林
姓
を
改
め

る
こ
と
と
し
、
前
述
の
よ
う
に
道
栄
は
「
官
梅
」
、
他
は
「
二
木
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
す
。
道
栄
の
息
三
郎
兵
衛
が
没
し
た
時
に
嫡

男
勝
五
郎
は
ま
だ
五
歳
で
、
稽
古
通
事
平
井
仁
右
衛
門
の
息
子
三
十
郎
を
養
子
と
し
、
「
官
梅
」
姓
を
継
が
せ
た
。
こ
の
官
梅
三
十
郎
は
大
通
事
、
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庖
通
事
諸
立
合
へ
と
上
り
つ
め
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
五
月
二
十
三
日
に
没
し
て
い
る
。
従
っ
て
当
然
こ
の
『
境
浦
遊
草
』
に
登
場
す
る

「
官
梅
氏
」
は
次
の
二
代
目
官
梅
三
十
郎
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
境
浦
遊
草
』
の
「
和
官
梅
子
梅
花
盛
開
之
作
」
(
1
5
6
)
は
次
の
通
り
。

海
國
吹
陽
律
瑞
亜
忽
此
開
映
雲
天
女
下

臨
水
洛
神
来
雨
雪
梁
闊
賦
春
風
金
石
杯

願
令
調
鼎
賓
一
薦
廟
廊
回

こ
の
二
代
目
官
梅
三
十
郎
は
、
『
訳
司
統
譜
』
に
よ
れ
ば
は
じ
め
左
十
郎
、
次
に
文
九
郎
と
称
し
た
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
九
月
十
八
日

稽
古
通
事
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
九
月
四
日
小
通
事
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
七
月
十
五
日
大
通
事
、
．
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
一
月
十

一
日
御
用
通
事
兼
大
通
事
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
目
附
役
、
明
和
元
年
(
-
七
六
四
）
十
二
月
二
十
三
日
唐
方
定
直
組
立
合
を
歴
任
し
た
後
、

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
二
月
二
十
五
日
病
死
し
た
。
三
十
郎
が
大
潮
に
「
梅
花
盛
開
之
作
」
を
贈
っ
た
の
は
宝
暦
四
年
二
月
上
旬
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

劉
寛
夫
・
劉
重
夫

(191)
（
204)
（
243)
（
245)

劉
寛
夫
は
福
建
省
福
州
府
出
身
の
唐
通
事
劉
一
水
の
子
孫
。
元
禄
十
四
年
（
一
七

0
1
)
生
れ
、
延

享
二
年
（
一
七
四
五
）
七
月
七
日
没
。
享
年
四
十
五
歳
。
俗
称
彰
城
恵
三
右
衛
門
、
先
名
恵
左
衛
門
、
名
は
惟
明
、
号
は
寛
夫
と
称
し
た
。

『
境
浦
遊
草
』

(245)
に
大
潮
の
画
賛
が
あ
る
。

劉
寛
夫
像
賛
ぅ
序

夫
複
浦
劉
寛
夫
名
惟
明
登
不
所
謂
故
劉
君
東
閣

之
孫
素
軒
丈
之
子
哉
生
負
大
志
嗜
學
能
文
詩
澄

偲
家
有
祖
父
風
其
祖
人
善
即
以
揚
之
蓋
少
就
職

通
繹
唯
公
忘
私
可
謂
彬
々
君
子
者
突
四
十
五
疾
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以
死
突
惜
夫
其
子
重
夫
請
余
題
賛
子
是
作
賛
併

之
序
以
應
重
夫
需
焉

於
維
寛
子
温
潤
如
玉
清
操
似
梅
執
不
有
文

維
子
則
才
執
不
有
志
維
子
大
哉
本
邦
其
服

形
神
絶
埃
至
今
風
采
山
峙
海
開
縄
々
子
孫

百
福
交
来
吾
今
作
賛
系
之
亭
基

賓
暦
甲
戌
春
―
―
一
月
甘
露
皓
大
潮
題

こ
れ
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
三
月
、
劉
重
夫
の
依
頼
に
よ
っ
て
そ
の
父
劉
寛
夫
の
肖
像
画
に
大
潮
が
賛
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
寛
夫
は
詩
文
で
知
ら
れ
た
東
閣
劉
宣
義
の
孫
で
、
劉
善
聰
こ
と
素
軒
の
息
子
で
あ
る
。

劉
宣
義
は
『
長
崎
先
民
伝
』
学
術
の
部
巻
頭
に
登
場
す
る
著
名
な
唐
大
通
事
。
日
本
住
居
唐
人
劉
一
水
の
息
子
で
俗
称
影
城
仁
左
衛
門
、
名
は

宜
義
、
字
は
耀
哲
、
号
は
東
閣
と
い
う
。
中
国
語
に
堪
能
で
方
言
土
語
に
ま
で
通
暁
し
、
十
代
の
頃
か
ら
通
事
を
勤
め
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五

四
）
七
月
に
来
朝
し
た
隠
元
隆
説
に
通
事
と
し
て
従
っ
た
。
そ
の
オ
に
よ
っ
て
時
の
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
に
寵
遇
さ
れ
、
庁
舎
に
お
い
て
も
宣
義

と
林
道
栄
と
は
昼
夜
を
お
か
ず
詩
文
を
作
っ
た
と
い
う
。
牛
込
氏
は
杜
甫
の
詩
「
和
袈
迪
登
蜀
州
東
亭
送
客
逢
早
梅
相
憶
見
寄
」
の
詩
句
「
東
閣

官
梅
動
ー
一
詩
興
1

還
如
111

何
遜
在
↓
ー
楊
州
」
に
ち
な
ん
で
宣
義
に
「
東
閣
」
、
道
栄
に
「
官
梅
」
の
号
を
授
け
た
と
伝
え
る
。
宜
義
は
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
九
月
二
十
一
日
没
。
六
十
三
歳
。

劉
素
軒
は
宣
義
の
息
子
。
そ
の
跡
を
継
い
で
元
禄
八
年
九
月
に
大
通
事
と
な
っ
た
。
俗
名
を
彰
城
仁
右
衛
門
、
名
は
善
聰
、
号
は
素
軒
と
い
っ

た
。
『
先
民
伝
』
に
「
性
謙
卑
克
譲
、
以
能
文
名
」
と
記
す
よ
う
に
詩
文
の
オ
名
が
高
か
っ
た
。
西
川
如
見
の
『
四
十
二
園
人
物
図
説
』
『
両
俵

集
説
』
（
い
ず
れ
も
正
徳
四
年
八
月
）
の
序
文
を
草
し
て
い
る
。
宮
田
安
氏
は
感
氏
文
書
の
中
に
あ
る
蔵
書
目
録
に
『
劉
素
軒
集
』
の
書
名
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
素
軒
の
詩
文
集
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
伝
未
詳
。
『
長
崎
名
勝
図
絵
』
に
は
、
浦
上
山
里
村
に
別
壁
を
構
え
、
老
隠
の

生
活
を
送
っ
た
こ
と
を
記
す
。
「
浦
上
ノ
幽
居
」
と
題
す
る
詩
が
載
る
。
「
浦
上
ノ
茅
堂
春
正
二
好
シ

山
櫻
桃
李
一
時
二
開
ク
無
情
便
チ
作
：
テ
有
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情
一
見
終
日
射
〗
ア
花
―

-
5―
顧
回
一
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
一
だ
が
、
お
そ
ら
く
『
劉
素
軒
集
』
な
ど
に
伝
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
素
軒
は

元
文
五
年
（
一
七

0
四
）
閏
七
月
二
十
四
日
没
。
崇
福
寺
に
累
代
の
新
墓
が
あ
り
「
徳
光
院
菩
聰
素
軒
劉
君
三
代
祖
元
文
五
年
申
閏
七
月
卒

彩
城
仁
右
衛
門
」
と
あ
る
。
素
軒
は
ま
た
本
家
に
対
し
て
別
に
影
城
家
を
立
て
て
い
る
。
即
ち
本
家
を
継
い
だ
源
三
郎
の
弟
恵
三
右
衛
門
を
立
て

た
。
こ
れ
が
寛
夫
で
あ
る
。
別
家
は
劉
一
水
|
|
宣
義
I

素
軒
ー
寛
夫
ー
ー
重
夫
と
続
く
。
こ
の
影
城
家
は
向
陽
山
光
永
寺
に
属
す
る
。

『
光
永
寺
過
去
張
』
の
元
文
五
年
の
条
に
「
徳
光
院
善
総
素
軒
居
士
彰
城
素
軒
閏
七
月
廿
四
日
」
と
あ
る
。
息
子
恵
三
右
衛
門
に
つ
い
て

は
、
延
享
二
年
の
条
に
「
廣
宜
院
惟
明
寛
夫
劉
公
之
霊
引
地
町
彩
城
恵
三
右
衛
門
七
月
七
日
」
と
あ
る
。

劉
重
夫
は
寛
夫
の
子
。
は
じ
め
恵
十
郎
の
ち
恵
三
右
衛
門
。
重
夫
と
号
し
た
。
生
没
未
詳
。
『
訳
司
統
譜
』
に
よ
れ
ば
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

九
月
五
日
に
稽
古
通
事
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
九
月
二
日
小
通
事
末
席
、
同
四
年
に
恵
三
右
衛
門
と
改
名
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
十
二

月
十
三
日
願
い
を
出
し
て
退
役
し
た
。
そ
の
跡
は
弟
勇
助
が
継
い
で
い
る
。

『
複
浦
遊
草
』
の
「
訪
劉
才
子
重
夫
」
(
1
9
1
)
は
次
の
と
お
り
。

書
舘
多
幽
意
詞
場
足
賞
音
新
詩
題
竹
満

彩
筆
映
花
深
移
楊
聴
黄
鳥
間
窓
分
翠
苓

悠
然
歓
未
啓
華
月
上
春
林

劉
重
夫
の
屋
敷
の
「
書
舘
」
に
同
好
の
士
が
集
ま
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
引
地
町
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
春
雨
日
偕
高
君
乗
諸
子
集
劉

重
夫
宅
分
韻
各
賦
」

(208
）
の
詩
会
も
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
君
乗
主
宰
の
「
芙
蓉
詩
社
」
の
メ
ソ
バ
ー
た
ち
が
大
潮
を
迎
え
て
の

詩
会
を
催
し
た
場
所
は
、
こ
の
劉
氏
宅
の
他
、
そ
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
光
永
寺
、
前
掲
し
た
張
道
智
宅
、
高
君
乗
宅
、
田
美
伯
の
常
棟
舘
、
医
師

の
真
子
伯
宅
、
儒
者
田
桑
揆
宅
な
ど
で
あ
っ
た
。
君
乗
を
中
心
に
詩
会
は
回
り
も
ち
で
開
か
れ
、
大
潮
の
指
導
を
受
け
つ
つ
楽
し
い
雅
交
が
行
な

わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
答
劉
重
夫
書
」
（

243
）
に
は
、
五
十
年
昔
に
大
潮
は
劉
氏
の
曽
祖
父
宜
義
東
閣
を
知
り
、
国
思
靖
先
生
に
華
音
を
学
び
始
め
た
こ
と
、
祖
父

素
軒
と
の
交
遊
及
び
複
浦
の
詩
壇
の
推
移
を
語
っ
て
い
る
。
重
夫
と
は
君
乗
の
家
塾
に
お
い
て
出
会
い
、
交
遊
が
始
ま
っ
た
が
、
唐
通
事
と
し
て
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も
詩
文
に
於
て
も
「
累
世
名
家
」
で
あ
る
か
ら
、
あ
な
た
も
研
鑽
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る
。

大
潮
の
雅
交

大
潮
は
故
郷
の
唐
津
・
蓮
池
を
起
点
に
江
戸
・
京
・
堺
、
長
崎
と
各
地
を
旅
し
た
。
そ
の
旅
の
中
で
同
好
の
人
た
ち
と
雅
交
を
重
ね
、
詩
痰
を

豊
か
に
し
た
。
同
時
に
周
縁
の
人
々
は
大
潮
を
媒
介
に
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
く
。
大
潮
と
い
う
個
性
の
輝
き
が
そ
の
輪
を
拡
げ
さ
せ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

今

長
崎
の
場
合
は
、
唐
四
ヶ
寺
、
唐
人
屋
敷
の
中
国
人
及
び
唐
通
事
と
い
う
特
殊
な
職
業
訳
官
た
ち
の
存
在
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

時
代
の
中
国
へ
の
関
心
や
会
話
熱
が
背
景
に
あ
っ
た
そ
の
こ
と
は
前
提
で
あ
る
。
た
だ
華
語
を
自
在
に
表
現
す
る
知
識
人
た
ち
が
大
潮
を
迎
え
て
、

詩
会
は
日
常
的
に
楽
し
み
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
文
辞
派
文
学
運
動
な
ど
と
い
う
よ
り
も
、
大
潮
と
い
う
一
人
の
個
性
あ
る
詩
客
を

迎
え
て
の
日
常
生
活
で
の
雅
交
で
あ
る
。
文
学
思
潮
と
し
て
の
古
文
辞
は
生
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
底
流
に
沈
ん
で
お
り
、
詩
も
会
話
と
同
じ
く

社
交
の
風
雅
と
し
て
楽
し
む
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

最
後
に
『
境
浦
遊
草
』
に
記
さ
れ
た
長
崎
で
の
大
潮
の
交
遊
の
様
子
を
、
月
日
を
お
っ
て
記
し
て
お
く
。
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宝
暦
三
年
癸
酉

（
一
七
五
三
）

0

大
潮
、
三
月
初
め
十
年
ぶ
り
に
長
崎
を
訪
れ
る
。
林
百
載
•
平
叔
薙
・
張
道
智
ら
諸
旧
知
の
長
逝
を
尋
ね
る
（

1

）
。

0

春
、
張
氏
宅
・
高
君
乗
宅
・
奨
子
執
宅
ら
に
招
か
れ
詩
を
賦
す

(
4ー

8
)
。

0

四
月
二
日
、
永
聖
院
に
遊
ぶ

(13)
。
上
旬
に
文
学
明
宅
に
遊
ぶ

(14)
。

0

四
月
九
日
、
高
君
乗
を
訪
問

(15)
。

0

初
夏
、
唐
館
の
華
客
ら
七
人
と
会
し
、
海
岸
の
漁
婦
の
詩
を
作
り
遊
ぶ

(
1
6
.
1
7
)
。

0

こ
の
頃
二
霊
山
棲
雲
惹
主
堆
雲
禅
師
を
訪
問

(21)
。

0

四
月
二
十
二
日
、
複
浦
旅
館
に
て
雨
の
一
日
を
過
ご
す

(23)
。

0

五
月
下
旬
、
魚
街
の
玉
氏
別
荘
に
往
く
。
大
潮
の
病
と
疲
れ
を
い
や
す
た
め
高
君
乗
が
と
り
は
か
ら
っ
た
も
の

(24)
。

0

五
月
節
句
過
て
の
雨
を
詠
む

(25)
。

0

こ
の
月
、
医
師
真
子
柏
宅
を
た
び
た
び
訪
問
、
子
柏
の
「
望
岳
楼
小
集
」
に
序
す
。
ま
た
、
五
日
間
滞
留

(26ー

31)
。

〇
梅
雨
の
頃
、
諸
氏
と
真
子
柏
亭
に
て
詩
会

(34)
。

0

六
月
穀
旦
、
肥
前
松
浦
郡
唐
津
の
「
本
勝
教
寺
報
鐘
銘
井
序
」
起
草

(226)
。

0

六
月
十
五
日
、
肥
前
長
崎
「
香
焼
山
圃
福
禅
寺
記
」
を
書
く
（
加
）
。

0

こ
の
月
、
『
輔
仁
堂
小
集
』
を
読
む

(38)
。

0

七
月
八
日
、
立
秋
の
日
に
輔
仁
堂
主
人
向
井
元
仲
宅
を
訪
問

(39)
。

0

こ
の
頃
七
月
七
日
に
没
し
た
皓
台
寺
一
丈
和
尚
を
悼
む
詩
二
首
を
賦
す

(
4
1
.
4
2
)
。

0

七
月
十
五
日
、
盆
会
の
詩
を
賦
す

(47)
。

0

七
月
十
八
日
、
「
松
山
昂
峰
禅
師
皓
公
碑
」
を
記
す
（
碑
）
。

0

七
月
穀
旦
、
「
桐
野
山
妙
覚
寺
記
」
を
記
す

(132)
。

0

八
月
十
二
日
、
分
紫
山
永
聖
院
に
宿
す

(48)
。

. 
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0

八
月
十
五
日
、
永
聖
院
で
月
見

(
5
0
.
5
2
)
。
華
客
何
研
峯
と
詩
の
唱
酬

(51)
。
高
君
乗
と
も
贈
答
あ
り

(59)
。

0

八
月
吉
旦
、
「
永
聖
第
三
代
院
主
廓
堂
禅
師
音
公
賛
井
序
」
を
書
く

(230)
。

0

こ
の
頃
、
真
野
駿
惹
・
柳
陪
元
・
西
原
良
奄
ら
の
医
師
と
の
詩
の
贈
答
あ
り

(63ー

67)
。
ま
た
雨
森
芳
洲
か
ら
の
書
簡
に

詩
の
返
翰

(

6

6

)

o

.

0

九
月
九
日
、
複
浦
神
会
（
お
く
ん
ち
）
を
見
物
し
、
の
ち
分
紫
山
に
登
り
、
永
聖
院
に
宿
す

(71ー

76)
。

0

こ
の
頃
、
法
源
院
に
遊
ぶ

(77)
。

0

九
月
十
三
日
夜
の
月
を
複
浦
西
上
街
で
賞
す

(79)
。

0

こ
の
頃
、
唐
通
事
三
浦
善
三
郎
・
百
十
郎
・
奨
彦
卿
・
張
好
問
・
奨
子
執
ら
と
贈
答

(80ー

84)
。

0

真
野
英
粛
・
向
井
元
仲
・
後
藤
松
英
ら
に
留
別
の
詩

(87ー

89)
。

0

九
月
盛
の
詩
を
賦
す

(92)
。

0

十
月
九
日
、
諸
士
と
と
も
に
田
桑
揆
宅
に
集
い
詩
会

(97)
。

0

十
月
十
二
日
、
立
冬
の
詩
あ
り

(99)
。

0

十
月
十
三
日
、
襲
格
中
・
林
宏
遠
と
分
紫
山
で
会
し
、
菊
を
め
で
て
唱
酬

(100)
。

0

こ
の
頃
、
興
福
寺
末
庵
資
福
竜
提
山
定
和
尚
示
寂
（
十
月
七
日
）
に
よ
り
追
悼
詩
を
記
す

(101)
。

0

こ
の
頃
、
聖
福
寺
六
代
大
雄
浄
裕
和
尚
看
坊
と
な
る
を
賀
し
た
詩
を
賦
す

(102)
。

0

十
一
月
二
十
三
日
、
端
雲
浄
祥
惹
主
三
十
年
忌
詩

(104)
。

0

十
一
月
二
十
七
日
冬
至
、
紫
雲
亭
に
て
即
事

(105)
。

0

こ
の
頃
、
聖
福
寺
四
休
惹
主
守
節
和
尚
に
詩
を
贈
る

(108)
。

0

十
一
月
上
旬
、
「
子
柏
詩
集
」
に
序
文
を
草
す

(158)
。

0

こ
の
頃
、
田
美
伯
•
田
美
仲
・
東
竜
医
生
・
武
忠
甫
・
左
君
紀
ら
と
唱
酬

(
1
1
1

ー

1
1
5
)

。
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宝
暦
四
年
甲
戊

（
一
七
五
四
）

0

十
二
月
穀
旦
、
「
類
緊
三
州
志
序
」
を
草
す

(241)
。

0

十
二
月
二
十
日
、
光
永
寺
（
一
向
宗
）
に
集
い
、
梅
花
を
詠
ず
。
宿
泊
し
翌
日
も
詩
作

(116.117)
。

0

十
二
月
三
十
一
日
、
紫
雲
亭
に
て
雪
を
詠
む
(
1
1
9ー

121)
。
除
夕
の
詩

(122ー

126)

あ
り
。
ま
た
、
洛
陽
の
高
遊
外
を
懐
う

詩
あ
り
(
1
2
7
)
。

0

歳
旦
の
詩
三
首
(
1
2
8ー

130)。

0

一
月
七
日
、
人
日
お
よ
び
雪
を
詠
む

(136.137)
。

0

こ
の
頃
、
京
洛
の
高
遊
外
お
よ
び
東
都
の
諸
子
弟
を
思
う
詩
あ
り
(
1
3
8
.
1
3
9
)
。

0

一
月
十
四
日
、
立
春
の
詩
二
首
(
1
4
0
.
1
4
1
)
。

0

一
月
十
五
日
、
某
僧
の
帰
郷
を
送
る
(
1
4
5
)
。

0

一
月
十
七
日
、
紫
雲
亭
坐
雨

(146)
。

0

こ
の
頃
、
近
江
の
徳
航
禅
師
、
祖
旭
禅
柄
、
無
隠
和
尚
と
詩
の
贈
答
(
1
4
7ー

149)。

0

こ
の
月
、
医
師
江
文
伯
没
、
追
悼
詩
(
1
5
1
)
。

0

二
月
一
日
、
百
丈
開
山
千
獣
大
和
尚
五
十
年
忌
に
追
慕
の
詩
(
1
5
5
)
。

0

こ
の
頃
、
官
梅
三
十
郎
の
梅
花
詩
に
和
す
(
1
5
6
)
。

0

こ
の
頃
、
売
茶
翁
高
遊
外
の
八
十
歳
を
壽
＜
詩
(
1
6
1
)
。

0

二
月
二
十
一
日
、
桐
野
山
大
僧
都
快
弊
和
尚
没
、
娩
詩
(
1
6
5
)
。

0

医
師
佐
曼
卿
と
唱
酬
、
こ
の
頃
大
潮
病
気

(171.172)
。

0

こ
の
頃
、
紫
雲
亭
を
出
て
市
中
で
約
一
ヶ
月
病
気
療
養
す
る
(
1
7
3
)
。

0

閏
二
月
、
夢
中
に
高
君
乗
紫
雲
亭
を
訪
問

(177)
。

0

こ
の
頃
、
尾
里
天
民
宅
に
て
詩
会
(
1
8
0
)
。
ま
た
分
紫
山
、
法
源
院
、
松
林
奄
の
詩
(
1
8
1ー

183)。
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付
記
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
種
々
御
教
示
い
た
だ
い
た
故
谷
村
為
海
氏
、
宮
田
安
氏
及
び
資
料
閲
覧
に
つ
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
石
川
八
朗
氏
、

宮
崎
修
多
氏
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
、
長
崎
県
立
図
書
館
、
長
崎
市
立
博
物
館
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
第
二
十
三
回
日
本
近
世
文
学
会
(
-
九
八
七
年
十
一
月
二
十
二
日
、
於
松
蔭
女
子
大
学
）
に
お
い
て
「
大
潮
の
長
崎
滞
在

|
『
境
浦
遊
草
』
の
交
遊
ー
」
と
題
し
て
口
答
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
ー

0

閏
二
月
十
七
日
、
田
美
伯
、
田
美
仲
兄
弟
、
高
君
乗
ら
と
紫
雲
亭
を
訪
れ
詩
を
示
す
(
1
9
4
)
。
こ
の
頃
境
浦
諸
士
ら
と
頻
繁

に
往
来
あ
り

(187ー

205)
。

0
-
―
一
月
一
日
、
西
州
諸
子
と
共
に
源
伯
民
の
幽
居
を
訪
問
(
2
0
6
)
。

0

三
月
中
旬
、
高
君
乗
ら
諸
士
と
留
別
、
長
崎
を
去
る
（
加
・

215)
。

一
九
九
一
年
三
月
）
。

川
頭
芳
雄
『
脊
振
山
と
栄
西
／
大
潮
と
売
茶
翁
』
(
-
九
七
四
年
三
月
刊
）
。
福
山
朝
丸
「
売
茶
翁
年
譜
」
（
『
売
茶
翁
集
成
』
主
婦
之
友

社
、
一
九
七
六
年
―
一
月
刊
）
。

「
大
日
本
近
世
史
料
」
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
八
年
三
月
刊
）
。

『
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
四
(
-
九
六
五
年
三
月
刊
）
。

長
崎
文
献
社
(
-
九
七
九
年
―
二
月
刊
）
。

親
和
銀
行
(
-
九
九
一
年
刊
）
。

若
木
太
一
「
高
階
喝
谷
|
ー
そ
の
風
貌
と
逸
詩
ー
—
」
(
『
活
水
日
文
』
二
十
二
号
、

注
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